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 対象者は駿河台大学現代文化学部所属の 2,3 年生でフィールドスタディ（キャンプ・野
外活動研修）を履修した学生 12 名である。 
 
表１：対象者の属性（コース、学年、男女の比は表 1 を参考） 
                                                       
1 星野敏男、その他 11 名「キャンプディレクター養成テキスト	 キャンプディレクタ
ー必携」公益社団法人	 日本キャンプ協会，2006 年，p7 




コース	 男性	 女性	 計	 
	 
コース	 男性	 女性	 計	 
比較文化コース	 0	 1	 1	 
	 
観光ホスピタリティ	 1	 1	 2	 
スポーツ文化コース	 3	 0	 3	 
	 













返却をする。このサイクルを本実習 3 泊 4 日の全ての日で行い、計４回ふりかえりシート
を記入した。（なお、４日目については解散前に記入を行った。） 
④分析方法 

















	 事前授業を 90 分×5 回実施し、本実習を 3 泊 4 日行った。 
⑤事前授業の内容 
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 3 回目：食事計画 

















































































表 2：プログラム一覧  
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図 1：1 日目のふりかえりの共起ネットワーク  
フィールドスタディ(キャンプ・野外活動研修)の実際と学生が学んだこと	 













































































図 2：2 日目のふりかえりの共起ネットワーク  
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図 3：3 日目のふりかえりの共起ネットワーク  
フィールドスタディ(キャンプ・野外活動研修)の実際と学生が学んだこと	 






































図 4：4 日目のふりかえりの共起ネットワーク  
